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１ 木産協事務局新体制 

  4月 1日付けで、主査として土方孝宮氏（元村山総合支庁森林整備課長）が着任しま 

した。氏は上山市在住で、村山総合支庁のほか置賜総合支庁森林整備課長や県庁木材振 

興などを担当された実力者です。ご存じの方も多いと思います。木産協と利用センター 

の業務全般を担当します。 

 また、ＪＡＳ検査担当の高橋幹夫氏が退任し、代わりに髙橋新也が新たにＪＡＳ検査 

業務を担当します。令和 5年度のＪＡＳ担当は鈴木健治、横山修と併せ検査員三人体制 

となります。 

２ 県職員人事異動!! 

 3月 20日恒例の県職員人事異動が内示されましたので関係者を紹介します。本庁では、 

農林水産部長 地主徹（留任）、農林水産部次長 齋藤邦仁（専門職大学整備推進課長）、技 

術戦略監兼次長 中野憲司（農業技術環境課長）、参事（専門職大学整備担当）小沢亙（山 

形大学農学部）、森林ノミクス推進課長 福井克（留任）、森林活用推進主幹 小畑義一（留 

任）、森林経営・再造林推進主幹 笠井俊哉（留任）、森林保全主幹 佐藤典生、森林研究研 

修センター所長 横倉肇、村山総合支庁森林整備課長 土屋隆一（留任）、最上総合支庁森 

林整備課長 片桐政和、置賜総合支庁森林整備課長 小関秀章、庄内総合支庁森林整備課長 

菅原隆志らが主な幹部職員です。 

 各地域の木材担当窓口を紹介します。 

【県庁森林ノミクス課】課長補佐 山嵜優、林産振興主査 髙橋宏冶、技師 藤田麻矢、 

技師 鏡美季 

【村総森整課林産担当】課長補佐 菅井泰之、西山杉主査 齊藤和恵、主事 鈴木麻友 

【最総森整課林産担当】課長補佐 鈴木雄大、主査 黒沼一徳 

【置総森整課林産担当】課長補佐 森谷浩、林政主査 横倉斉 

【庄総森整課林産担当】課長補佐 阿部正己、林政主査 芳賀髙之、技師 新野亜依 

 また、県関係退職者ですが、梅津一寿 森林研究研修センター所長、大築和彦 置賜総合 

支庁森林整備課長、伊藤信 庄内総合支庁森林整備課長、柴田泉 置賜総合支庁森づくり推 

進室長の 4名となっており、それぞれ新たな職場に赴かれます。 

 

 

 

 

 

令和 5年 4月 10日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 4月号 (第 50巻 1号) 1 

 

1．木産協事務局新体制!! 

山 形 県 木 材 産 業 協 同 組 合 

〒990-2473 山形市松栄 1-5-41 

TEL.023-666-4800 FAX.023-646-8699 

URL:http://www.mokusankyo.jp 

E-mail:yamawood@mokusankyo.com 

4．木の国やまがたの魅力発信 

  5．木産協：第 3 回理事会開催 

 

 

2．県職員人事異動!! 

3．県産木材利用に向け協定 

 

目 

次 6．緑の募金に協力を 

 

 

令和 5 年度第１回木材産業協同組合役員会開催 理事・監事の皆様 

4 月 24日(月)15 時～ メトロポリタン山形です。よろしくお願いします。 

7．令和 5 年度県住宅支援制度情報 
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３ 県産木材利用に向け協定!  

 山形県（吉村美栄子知事）と山形県建築士会（伊藤彰会長）、山形県木材産業協同組合（松

田賢理事長）は、県内の建築物における木材利用等を促進するための「木造建築物の設計・

施工に係る人材育成等に関する木材利用促進協定」を締結しました。 

 県では、木材生産及び木材産業に関する高度な専門技術者の育成を図り、環境に配慮した

森林資源の活用による地域の活性化により「やまがた森林ノミクス」の取り組みを加速化さ

せることにしています。 

 今回の協定の構想は、木造建築物の設計・施工に係る人材育成及び木造建築物の普及活動

等を推進することにより、山形県内の建築物の県産木材の利用を促進するものです。また、

県産木材の安定供給を通じて森林資源の循環利用や木材利用を促進し、『ゼロカーボンやま

がた 2050』の実現に貢献することとしています。 

 達成に向けた取り組みの内容は、 

 

●中大規模木造建築セミナーなどを通じて、木造建築物の 

設計・施工に係る技術者の育成  

●県産木材製品の流通拡大 

●設計・施工事業者に対する県産木材製品などの情報提供 

●木造建築物の振興等に関する県の施策への協力 

●県を含めた三者による定期的な情報共有及び意見交換 

 

となっています。構想の対象区域は山形県全域、協定期間は 3月 28日から令和 7年 3月 31

日とし、更新は可能としています。 

 【木産協としては】やまがた県産木材利用センターや山形県 JAS製材連絡協議会、山形県

プレカット協会、更には川上の山形県森林資源循環利用促進協議会等と連携しながら、県産

木材製品の情報提供等を進めてまいります。 

 なお、例年のとおり 4 月 7 日付けで「県産木材『やまがたの木』の認定事業者（98 事業

体）」の名簿等を、県及び市町村の建築・木材・商工関係者及び関係団体等に送付し PRを始

めたところです。 

 

４『木の国やまがた』の魅力発信!  

令和 5 年 3 月 19 日（日）、山形市長苗代の【アイタ材木店（展示場：倉庫）】において、

「彩り豊かな広葉樹に囲まれた【木の国やまがたの広葉樹製品の魅力】」をテーマに展示会

が開催されました。展示会には、約 80 名の方に来場いただくとともに、今回、モニターと

して参加していただいた方から、今後の展示会に向けた貴重なご意見をいただきました。 
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【モニター意見】（女性建築士の皆様のご意見） 

・フローリングや壁のオブジェ、本来の形でカウンター材に使ってみたい 

・木の色も樹種によって違いがあり県産広葉樹が並んでいるところは圧巻 

・クライアントへのメンテナンスやお手入れのアドバイス必要 

・現地での状況（山）も見学できたらうれしい 

・フローリングやカウンターに使って経年劣化を楽しんでみたい 

・ユーザーが直接木の素晴らしさを体験できるイベントや見学会の企画を 

・木の個性を活かした活用をデザインとしてもっと使うべき 

・宣伝、県内外に広く。ただし、★金額の部分の検討も 
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５ 木産協：第３回理事会開催 
令和 5 年 3 月 20 日（月）、令和 4 年度第３回理事会

を山形市（山形県産業創造支援センター多目的ホー

ル）で開催いたしました。 

 令和 4年度は、コロナ禍の影響も考慮しながら、通

常の事業展開としており、10月には、３年ぶりの開催

となる「山形県林業まつり」、全木連東北支部が担当と

なる「全国木材産業振興大会」などが開催され、その

ような事業実績について検証を行っていただきました。 

また、今年度は、木産協と事務局が 1本化された「やまがた県産木材利用センター」関連

業務と併せ、効率的な事業展開を目指してきたところですが、手探りの状態での事業展開と

なっており、各事業とも遅れ気味での執行となっている状況などをご説明したところです。 

 さらに、令和 5年度の総会に向けた組織体制や役員の改選、新たに県と調整している木材

利用関係の施策等についてご審議をいただいたところです。 

６ 緑の募金にご協力を!!  

 公益財団法人やまがた森林と緑の推進機構から、令和 5年度緑の募

金活動への協力依頼がありました。春の募金期間は 4月 1日から 5月

31 日までとなっています。緑の募金は身近な環境緑化から森林の整

備、緑の普及啓発活動、森林環境学習など、さまざまな緑化活動に役

立てられています。令和 4年度緑の募金公募事業の実績や協力企業者

等については、たよりに同封した募金チラシ等をご確認ください。 

７  令和５年度県住宅支援制度情報!!   

 令和 5年度住宅支援制度の案内パンフレット「やまがた住まいのガ

イドブック」が配布されました。詳細については、ＨＰタテッカーナ

（県建築住宅課）でも閲覧できますのでご確認ください。やまがた省

エネ健康住宅新築支援事業は、4月 5日から先着順 200戸（補助金）

となっています。 

また、県産認証材「やまがたの木」普及・利用促進事業は 4月 3日

から先着順 150戸（補助金）となっています。詳細は森林整備課まで。 

８ ４月以降の行事予定!! 

日 程 行  事  名 予定出席者 

4. 12 全木連【事務局長会議】      Web開催 専務 

4. 19 林災防【総会】         山形市（協同の杜） 専務 

4. 24 木産協【役員会】   山形市（ホテルメトロポリタン山形） 理事長等 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 4月 10日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 4月号  (第 50巻 1号) 3 

【新規会員紹介】 

・4月 7日付けで、新庄市にある【㈱柿﨑工務所】が新規組合員として理事会で承認されまし

た。管内素材生産業者と連携して県産木材の生産拡大に向けて事業展開を図るとのことです。 

【火事お見舞い申し上げます】 

・3月 29日（水）午後 2時過ぎに、当組合員である【金山町森林組合】の事務所兼倉庫から出

火し製材品が燃えるなど被害が発生しました。製材工場や木質バイオマス乾燥施設は被害がな

かった模様ですが、1日も早い復旧をご祈念申し上げます。 
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● 木産協からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●やまがた県産木材利用センターからのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●トピック  
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【令和 4年度山形県地域材利用拡大連携協議会開催】 

当協議会においては、全国木材組合連合会から木産協が 

委託を受けた事業を中心に事業の検証・次年度の実施計画 

について協議をいただいています。 

 4年度は、ＪＡＳ認証材等の利用拡大を図る「令和 4年度 

ＪＡＳ構造材実証支援事業」と国産材の振興と利用拡大を図 

る「令和 4年度国産材転換支援緊急対策事業」となっており、 

品質が明確化されたＪＡＳ構造材等の利用拡大やウッドショ 

ック後の対応として国産材いわゆる「地域材の利用を拡大し 

ウッド・チェンジ」を進めていくことを目的に事業展開した 

実績等をご説明し、事業評価を頂きながら、令和５年度の事業展開についてご意見を頂いたところ

です。 

引き続き、意見交換等においては、研究報告として、工業技術センターから【広葉樹材を家具・ 

内装材として利用拡大するための技術開発】の紹介、 

地域材の利用拡大に向けた施策展開については、 

県：森林ノミクス推進課から①山形県の林業・木 

材産業に関する事業展開について、県建築住宅課 

から②令和 5年度山形県住宅支援制度について情 

報提供をいただくと共に、アドバイザーからの今 

後に向けた助言・指導があったところです。 

 

 

 

●【令和 4年度：木産協 第 5回三役会開催】 

 

 

 

【令和 4年度 やまがた県産木材利用センター 委員会連絡会開催】 

今年度初めて開催した【委員会連絡会】においては、令和 

４年度事業の概況説明を行い評価していただくとともに、今 

後の効率的な事業展開を図るため、委員会の組織体制の見直 

しについて協議していただきました。 

 協議の結果、県産木材の県産木材の利用拡大に関する３つ 

の委員会（やまがたの木を活かす建築を考える委員会、山形 

県産木材住まいづくり委員会、山形県産木材利用推進委員会） 

については、【一般流通材の具体的な活用を検討する木造建築 

ワーキング】と【各工務店が関係団体と連携して木造建築を 

進めるワーキング】の２つに集約して、各団体の実務者レベルでの取り組みを進める方針としまし

た。なお、県産木材「やまがたの木」認証制度を支える【認証制度委員会】は、これまでとおり開

催し、制度の検証や「やまがたの木」の新たな方向性を検討する場として残すこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【令和 4年度 やまがた県産木材利用センター 第２回三役会議（木材産業関連）開催】 

 

 

 

3月 20日（月）13時 30 分から 

産業創造支援センター多目的ホール 

【県産材製品を始めて関西市場に出展】 

㈱相原木材では、大阪市梅田にある【阪神百貨店】に

おいて、3月 29日から 4月 4日までの期間限定で、

MOKUKA（木でできた花）等を中心とした製品の展示 PR

を行う【ポップアップストア】を開催したところです。 

会場では、MOKUKAを使ったワークショップも開催され、

飛び入りのお客様も含め大盛況であったとのことです。 

事業検証 

3月 30日（木）11時から 

山形市 パレスグランデール 
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●山形市森林整備課からのお知らせ（資料：山形市森林整備課から提供いただきました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【プレスリリース】「第 26回木材活用コンクール」受賞作品の発表 

 

 

 

 

 
■①最優秀賞（農林水産大臣賞）は、『Port Plus 大林組横浜研修所』（株式会社大林組） 

 
■②優秀賞（(公財)日本住宅･木材技術センター理事長賞）は、 

『シェルターインクルーシブプレイス コパル（山形市南部児童遊戯施設）』 

（山形市、大西麻貴＋百田有希／o＋h、株式会社シェルター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■③部門賞（第 4部門賞）は、『Global Bowl』 

（東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京、パビリオン・トウキョウ 2021 

実行委員会、ワタリウム美術館、平田晃久建築設計事務所、株式会社シェルター） 
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●【山形駅東西自由通路に、気軽に本に親しんでもらう 

「本のひろば」が設置されました。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【受賞作品発表のお知らせ】（主催：日本木材青壮年団体連合会） 

第 26回目となる木材活用コンクールは、令和 4年 12月 1日から令和 5年 1月 15日まで作品を募

集し、170作品の応募があり その中から予備審査にて 88作品を選出、令和 5年 3月 11日（土）

に開催した最終審査会において、受賞 21作品が選出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本のひろばの書棚やベンチは、東京２０２０オリン

ピック･パラリンピックの選手村で使用された山

形市産材(レガシー材)を再利用しています。 

・常時１００冊の本を用意 

・本との出会いがつくる 

おすすめ本の展示コーナー 

・座ってゆっくり読める 

サークルベンチ 

写真 

①  

②  

③  
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●国土交通省からのお知らせ 
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●優良木造建築物等整備事

業の【採択要件】⇒ 

（木造化の掛かり増し経費

の 3分 1の補助） 
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● 全木連からのお知らせ 
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【要望がありましたらお問い合わせ願います】 

● 全国木材協同組合連合会では共同事業の一環として、木材・木製品の製造・販売等の関連事業所

（経営者、従業員等の個人を含む。）で使用される乗用車・トラック・フォークリフト等のリース

契約を斡旋する事業を本年度も実施しております。一定の料金で自動車等を賃貸する仕組みで、所

有権はリース会社にありますが、購入した場合と同様に使用出来ます。メンテナンスリースの場

合、保険・税金・維持費・管理費用（車検・整備等を含む）リース料の中に含まれています。 

（木造化の掛かり増し経費の 3分 1の補助） 
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● 住宅着工状況（２月期） 

令和 5 年 2 月期の県内新設住宅着工戸数は 322 戸となり、対前月比 105.9％、対前年同月比 74.5％、対前年累計比は 84.4％となった。 

県内では持家・貸家など回復への期待感はあるが現状維持で推移。地区別の前年比、累計比は県内全域で減少傾向。木造率は 93.5％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 4月 10日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 4月号  (第 50巻 1号) 8 


